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（１）趣旨

（２）目指す子供像

①期日

　【ボランティア研修】 令和４年７月２日（土）～７月 ３日（日）（１泊２日）

　【事 前 キ ャ ン プ 】 令和４年７月９日（土）～７月 10 日（日）（１泊２日）

　【本 キ ャ ン プ 】 令和４年８月６日（土）～８月 13 日（土）（７泊８日）

　 　※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、８月６日（土）～８月 11 日（木）に日程を短縮した。

　【事 後 キ ャ ン プ 】 令和４年９月 17 日（土）～９月 18 日（日）（１泊２日）

②参加者

　【対　象】　小学５年生～小学校６年生　24 名（男子 12 名、女子 12 名）

　【人　数】　小学５年生男子：５名 小学６年生男子：７名

 　　 小学５年生女子：６名 小学６年生女子：６名

 　　 群馬県：15 名　埼玉県：２名　栃木県：１名　茨城県：２名　千葉県：１名

 　　 東京都：２名　  神奈川県：１名

　【班編成】１班６名で４班に編制（異年齢集団）

③スタッフ

　・国立赤城青少年交流の家職員：４名

　・全体ボランティア：２名

　・班付きボランティアスタッフ：８名

（４）実施概要

（３）手立て
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令和４年度あかぎ無限大キャンプの推進令和４年度あかぎ無限大キャンプの推進令和４年度あかぎ無限大キャンプの推進

①７泊８日の長期自然体験活動において、協働的な体験プログラム（野外炊事、赤城山登山、レクリエーション等）

を通して、多様性を認め合える意識の醸成を図る。

②７泊８日の長期自然体験活動の集中的な屋外活動（外遊び）を通して、近視進行の抑制（健康の保持増進）を図る。

①事業を「ファースト」「セカンド」「サード」「フォース」「ファイナル」の５つのステージに分け、ステージ

ごとにねらいを設定する。

②「他者の特徴を知るための時間」「活動プログラムを習得する時間」「活動前の話し合いの時間」「自分の考え

をまとめる時間」「１日のふりかえりの時間」を十分に確保するために、ゆとりのあるプログラムを編成する。

③「サード【グループ】」ステージで、グループ間の協議が活発になるように、グループの話し合いで決める活

動（グループキャンプタイム）を設定する。

④「フォース【成長】」で、個人の成長を実感できるように「個人の能力で決める活動（赤城山選択登山）を設

定する。

⑤事前にボランティア研修キャンプを実施し、青木委員による「ふりかえりの仕方」についての講義・演習を

行い、毎日の「ふりかえり」を充実させる。


